
入学式（4/８ ) 新たに４名の新入生を迎えました

＜教育理念＞

自 ら 考 － 高く・強く・美しく －

長浜市立髙時小学校

【令和３年５月１日発行ＮＯ．２】

HP : http://takatoki-es.nagahama.ed.jp/wordpress/

３つの「く」
校長 宮野 武史

新学期が始まり、３週間が過ぎました。最初は堅かった児童

の表情は柔らかくなり、小学生らしい姿で学校生活を送ってい

ます。２年生以上の児童に新しく導入されたｉＰａｄにも興味

を高く持ち、使用を始めています。今年度の使用目標は、毎日

１～２時間となっています。教師も研修会を実施し、有効な活

用法を見いだそうと頑張っています。

さて、始業式において子どもたちには３つの「く」の話をしました。本校の教育理念

である「高く」「強く」「美しく」をかみ砕いて伝えました。

「高く」・・・夢や希望をしっかりと持ちましょう。マラソンはゴールがあるからこそ

苦しくても頑張れるのです。学校の勉強も同じです。自分の将来、未来を

考えましょう。

「強く」・・・自分の命を大切にしましょう。健康な体を作るために体力をつけましょ

う。何事も最後までやり遂げられる強い心を育てましょう。

「美しく」・・身の回りを美しくするために、掃除を頑張りましょう。お茶を通して礼

儀や作法を学んでいますよね。行動を美しくしたいですね。心も美しくし

たいですね。周りに困っている人がいたら、さっと手を差し伸べましょう。

決して見過ごすことはしてはいけませんね。

私が本校に赴任して一番に感心したのは、子どもたちの気持ち良いあいさつと丁寧な

応対でした。特にあいさつは人とのつながりを開けるキーであり、丁寧な応対は自分の

人柄を伝えるメッセンジャーです。高時の子どもたちの素晴

らしさを、初日から感じさせていただきました。

この教育理念のもと、学校、保護者、地域の三者が一体と

なって行われている教育の果と感じていますと共に、さらな

る推進をしていく所存です。今まで以上に学校教育へのご協

力を、よろしくお願いいたします。



（お知らせ）

本年度も、「髙時小 学校報」よろしく

お願いします。月に１回発行予定です。

子どもたちの様子、行事予定等を掲載い

たします。色上質紙で印刷し配布させて

いただきますが、ホームページにはカラ

ー版を公開しますので、そちらの方もご

覧いただきたいと思います。

１０日（月）４年リサイクル学習

５年田植え（雨天翌日実施）

１２日（水）心電図１，４年

１６日（日）茶摘み・お弁当必要

雨天延期

１７日（月）振替休業（茶摘み実施の場合）

１８日（火）検尿１次

１９日（水）検尿１次

２２日（土）茶摘み予備日

２３日（日）地域連携愛校活動

２４日（月）クラブ活動

２２日茶摘みの場合は振替休業

２７日（木）４年やまのこ

６年全国学力学習状況調査

２８日（金）４年やまのこ

３０日（日）地域連携愛校活動予備日

３１日（月）委員会活動

※諸般の事情により、変更になることがあり

ます。

＜避難訓練＞
４月１４日（水）、２時間目の終わりに避

難訓練を実施しました。年間４回予定してい

ますが、第１回目は避難経路の確認を目的に

実施しました。給食配膳室から出火したとの

想定で、グランドの一番西側に避難しました

が、ハンカチで口を押さえることも忘れず冷

静に避難することができました。火事や地震

は先生と一緒に教室にいる時に必ず起こると

いう訳ではありません。日頃から、もし今こ

こで火事や地震が起こったら、どこから避難

したらいいかを意識して

もらえるといいですね。

＜交通安全教室＞
４月２０日（火）、木之本署と高時警察官駐

在所からお二人の方に来ていただき、交通安

全教室を実施しました。体育館の中に交差点

を作り信号機を設置し、登校班ごとに交差点

を渡る練習をしました。交差点では、右、左、

右と確認をしてから渡るのですが、前の人の

背中だけ見て渡る児童も多く、「自分の目でし

っかり確認をして渡りましょう。それが自分

の命を守ることにつながるのです。」と指導を

していただきました。また、班長の持つ登校

旗の使い方についても指導をしていただきま

した。「まさか自

分が事故に遭う

ことはないはず」

という意識は捨

てて、安全に登

下校して欲しい

ですね。

＜１年生を迎える会＞
４月１６日（金）、「１年生を迎える会」を

実施しました。児童会企画委員会が考えてく

れた委員会紹介、インスピレーションクイズ、

無言誕生日ゲームで楽しい一時を過ごしまし

た。学校で行われる行事には、それを通して

身につけて欲しい

ものがあります。

子どもたちには、

自分たちで企画・

運営する力をどん

どん身につけてい

って欲しいですね。


